
 

 

 

平成24年４月11日 

各   位 

  会 社 名   株 式 会 社   さ  い  か  屋 

代 表 者   取締役社長兼社長執行役員 岡本 洋三 

  （コード番号 ８２５４ 東証第２部） 

問合せ先  執 行 役 員 経 理 部 長 足立  進 

（TEL. ０４４－２１１－３１５７） 

 

平成24年２月期通期業績予想との差異に関するお知らせ 

 

平成24年 1月 12日に公表いたしました平成24年２月期通期（連結・個別）業績の予想と実績に差が生じまし

たのでお知らせいたします。 

 

記 

1.平成24年２月期通期業績予想の差異（平成23年３月１日～平成24年２月29日） 

（1）連結業績予想数値の差異 

 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

１ 株 当 た り
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前回発表予想（Ａ） 

百万円
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百万円
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百万円 

520 

円 銭

16.65

今回実績（Ｂ） 40,242 910 568 692 22.19

増減額（Ｂ－Ａ） 242 80 48 172 ―

増減率（％） 0.6 9.6 9.4 33.2 ―

（ご参考）前期実績 

（平成23年 2月期） 
46,676 794 466 7,668 244.85

                                                    

（2）個別業績予想数値の差異 

 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

１ 株 当 た り

当 期 純 利 益

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円

40,000

百万円
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百万円
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百万円 
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円 銭

16.65

今回実績（Ｂ） 40,230 900 563 693 22.20

増減額（Ｂ－Ａ） 230 70 53 173 ―

増減率（％） 0.6 8.5 10.5 33.3 ―

（ご参考）前期実績 

（平成23年 2月期） 
46,676 815 501 7,587 242.26

 

2.業績予想との差異理由 

 本年１月12日に公表いたしました平成24年２月期の通期業績予想との差異につきましては、連結及び個別ともに売上高は

ほぼ業績予想値となりましたが、事業再生計画に基づく諸施策の実施によるローコストオペレーションが奏功し、経費削減が

さらに進み、営業利益、経常利益ともに業績予想を上回る結果となりました。 

 なお、特別利益として、敷金及び保証金の差入先企業の特別清算手続きにおける債権者への最終弁済確定に伴う貸倒引当金

戻入益 140 百万円を計上し、特別損失として、退職給付債務計算の変更時費用 16 百万円を計上したことにより、当期純利益

は連結で33.2％、個別で33.3％業績予想をともに上回る結果となりました。 

 

 なお、平成24年２月期の実績の詳細につきましては、本日公表の「平成24年２月期決算短信〔日本基準〕（連結）」をご参

照下さい。 

 

以 上 


